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は
じ
め
に

　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」（
米
国
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
の
主
人
公
吉き

備び
の

真ま
き

備び

（
六
九
五
〜
七
七
五
）
は
、
遣
唐
使
と
し
て
二
度
入
唐
し
、
学
者
、
ま
た
官

僚
と
し
て
奈
良
時
代
の
内
政
と
外
交
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
た
だ
し
、
絵

巻
の
内
容
は
史
実
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
真
備
伝
説
と
も
言
う
べ
き
奇
想

天
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
満
ち
て
い
る
。
唐
に
渡
っ
た
真
備
が
、
彼
の
地
で
没
し

て
鬼
と
な
っ
た
阿
倍
仲
麻
呂
と
協
力
し
て
唐
の
皇
帝
が
挑
む
難
題
に
打
ち
勝
ち
、

『
文
選
』
や
『
野
馬
台
詩
』
な
ど
の
文
献
、
ま
た
囲
碁
を
日
本
に
も
た
ら
す
。

制
作
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
注
文
主
や
制
作
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
も

完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
伴
大
納
言
絵
巻
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
と
近

似
す
る
絵
画
様
式
か
ら
、
一
二
世
紀
後
半
の
宮
廷
絵
師
が
手
掛
け
た
作
品
と
目

さ
れ
、
当
該
時
期
の
絵
巻
制
作
・
収
集
を
牽
引
し
た
後
白
河
上
皇
（
一
一
二
七

〜
九
二
）
周
辺
で
の
成
立
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

院
政
期
の
日
本
で
真
備
伝
説
へ
の
関
心
が
高
ま
り
絵
巻
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、

日
宋
交
流
の
活
況
と
、
そ
こ
か
ら
誘
引
さ
れ
た
唐
文
化
へ
の
復
古
的
関
心
が
存

在
す
る
。
当
該
時
期
の
日
本
で
「
中
国
」
が
意
識
さ
れ
る
場
合
、
僧
の
往
来
や

貿
易
を
通
じ
て
同
時
代
的
に
接
触
す
る
宋
の
文
化
と
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初

頭
ま
で
に
請
来
さ
れ
国
内
に
伝
来
し
た
文
物
を
通
じ
て
接
す
る
唐
の
文
化
と
い

う
二
通
り
の
回
路
が
存
在
し
た
）
1
（

。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育
ま
れ
た
対
中
華
意
識
、

ま
た
自
国
意
識
の
伸
長
に
つ
い
て
は
、
中
世
文
学
を
論
じ
る
際
の
重
要
な
視
角

と
な
っ
て
い
る
）
2
（

。
な
か
ん
ず
く
吉
備
真
備
入
唐
譚
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期
に

山
根
対
助
が
「
平
安
朝
の
知
的
状
況
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
事
実
│
中
国
文
明
へ

の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
）
3
（

、
唐
皇
帝
が
課
す
難
題
に
吉

備
が
打
ち
勝
つ
と
い
う
物
語
の
展
開
に
、
唐
文
化
の
圧
倒
的
な
影
響
下
に
お
い

て
も
日
本
の
文
化
が
独
自
性
を
保
ち
、
時
に
唐
を
も
凌
駕
す
る
力
を
有
し
て
い

た
と
考
え
る
、
複
雑
な
優
越
意
識
を
看
取
す
る
こ
と
は
既
に
周
知
の
論
点
と
言

え
よ
う
。
さ
ら
に
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
小
峯
和

明
が
「
大
国
に
対
す
る
小
国
日
本
の
、
宿
命
的
な
対
外
意
識
の
過
剰
な
優
位
性

吉
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仏
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を
誇
示
す
べ
き
象
徴
」
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
）
4
（

。

　

近
年
の
美
術
史
研
究
に
お
い
て
も
、
谷
口
耕
生
が
、
本
作
に
後
白
河
上
皇
の

対
中
国
意
識
を
読
み
込
み
、
摂
関
期
に
盛
り
上
が
っ
た
日
宋
交
流
が
し
ば
ら
く

の
沈
滞
の
後
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
の
重
源
入
宋
を
皮
切
り
に
再
び
盛
ん

と
な
る
状
況
が
、
真
備
伝
説
の
絵
巻
化
を
促
し
た
可
能
性
に
論
及
す
る
）
5
（

。
特
に
、

絵
巻
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
唐
皇
帝
が
、同
時
代
の
宋
皇
帝
だ
け
で
な
く
、『
文

選
』・
囲
碁
・『
野
馬
台
詩
』
を
介
し
て
、
六
世
紀
前
半
に
南
朝
梁
を
建
国
し
た

武
帝
（
四
六
四
〜
五
四
九
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

谷
口
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
梁
武
帝
は
、
中
国
皇
帝
の
理
想
と
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
後
白
河
上
皇
が
た
び
た
び
梁
武
帝
に
な
ぞ
ら

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
絵
巻
が
担
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
化
、

現
実
を
超
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
獲
得
と
い
っ
た
論
点
へ
と
作
品
論
の
深
化
が
促
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
吉
備
真
備
入
唐
譚
が
内
包
す
る
対
中
華
意
識
や

自
国
意
識
が
、
絵
巻
の
い
か
な
る
構
造
を
通
じ
て
可
視
化
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
造
形
上
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
。
ま
ず
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
錯

簡
説
の
再
検
証
を
行
い
、
絵
巻
の
復
元
案
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
各
場
面
を
構

成
す
る
説
話
の
枠
組
み
と
、
絵
の
構
図
上
の
特
徴
を
分
析
し
、「
吉
備
大
臣
入

唐
絵
巻
」
が
表
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
本
朝
、
す
な
わ
ち
日
本
の
自
画
像
に

迫
る
。

一
　
吉
備
真
備
伝
説

（
１
）
真
備
の
生
き
た
時
代

　

吉
備
真
備
に
関
す
る
同
時
代
史
料
は
少
な
く
、
伝
記
は
専
ら
平
安
時
代
初
頭

に
編
纂
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』
に
基
づ
く
。
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
の
第
八
次

遣
唐
使
に
留
学
生
と
し
て
加
わ
り
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
帰
朝
。
在
唐
中

の
事
跡
は
不
明
で
あ
る
が
、『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
（
七
三
五
）
四
月
二
六

日
条
に
、
真
備
が
請
来
し
た
、
儀
礼
書
、
暦
、
楽
書
、
武
具
と
い
っ
た
、
実
用

を
目
的
と
し
た
文
物
の
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。帰
朝
後
は
、天
平
一
〇
年
（
七

三
八
）
に
右
大
臣
と
な
っ
た
橘
諸
兄
（
六
八
四
〜
七
五
七
）
の
信
任
を
得
、
聖

武
天
皇
（
七
一
〇
〜
七
五
六
）、
続
く
孝
謙
天
皇
（
重
祚
し
て
称
徳
天
皇
、
七

一
八
〜
七
七
〇
）
の
治
世
を
支
え
た
。
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）、
諸
兄
に
敵

対
す
る
藤
原
博
嗣
（
生
年
不
詳
〜
七
四
〇
）
が
、諸
兄
側
近
で
あ
る
真
備
と
僧
・

玄
昉
の
排
斥
を
名
目
に
大
宰
府
で
反
乱
を
起
こ
し
た
。
乱
は
ま
も
な
く
平
定
さ

れ
、
真
備
は
そ
の
後
も
順
調
に
昇
進
を
重
ね
る
が
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）

に
は
、
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
、
七
〇
六
〜
七
六
四
）
の
専
横
に
よ
っ
て
九

州
へ
左
遷
さ
れ
る
な
ど
、
奈
良
時
代
半
ば
に
頻
発
し
た
権
力
闘
争
の
渦
中
を
生

き
た
。

　

天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
第
一
〇
次
遣
唐
副
使
と
し
て
再
度
入
唐
。
翌
年
、

暴
風
に
遭
い
な
が
ら
も
真
備
を
載
せ
た
第
三
船
は
屋
久
島
か
ら
紀
州
牟
漏
崎
を

経
て
帰
国
。
唐
僧
鑑
真
（
六
八
八
〜
七
六
三
）
を
載
せ
た
第
二
船
が
坊
津
へ
帰
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着
し
た
の
も
、
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
帰
国
後
は
大
宰
少
貮
と
し
て
九
州
に

留
ま
り
、
国
防
を
中
心
と
し
た
軍
事
に
も
貢
献
し
た
。

　

天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
正
月
、
造
東
大
寺
長
官
と
し
て
京
へ
召
喚
さ
れ
、

同
年
九
月
に
勃
発
し
た
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
を
平
定
し
た
功
で
昇
進
を
重
ね
、
称

徳
天
皇
及
び
道
鏡
の
信
任
を
得
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
に
は
右
大
臣
と

な
っ
た
。
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
同
天
皇
が
崩
御
し
た
際
、
そ
の
遺
言
に

従
い
、
白
壁
王
（
後
の
光
仁
天
皇
、
七
〇
九
〜
七
八
二
）
の
立
太
子
を
実
現
し

た
。
五
年
後
の
宝
亀
六
年
、
八
一
歳
で
没
す
。

（
２
）
真
備
伝
説
の
形
成

　

真
備
の
名
が
再
び
注
目
を
集
め
る
の
は
、
一
二
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
既
に
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
院
政
期
の
歴
史
書
や
説
話
集
を

通
じ
て
、
次
第
に
伝
説
を
伴
っ
た
真
備
像
が
増
補
さ
れ
て
い
く
過
程
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。中
で
も
小
峯
和
明
は
、一
二
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
『
扶

桑
略
記
』
天
平
七
年
四
月
二
六
日
条
で
、
真
備
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
文
物
や

諸
芸
に
関
す
る
記
述
が
、
先
に
見
た
『
続
日
本
紀
』
同
日
条
と
比
べ
大
幅
に
増

え
て
い
る
点
や
、
才
能
を
惜
し
ん
だ
唐
の
朝
廷
が
帰
朝
を
許
さ
な
か
っ
た
な
ど

の
虚
構
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
、
真
備
伝
説
肥
大
化
の
傾
向
を
見
出
す
。
そ
し

て
、
一
二
世
紀
後
半
の
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
一
第
六
話
「
玄
昉
僧
正
亘
唐
伝

法
相
語
」
や
同
巻
一
四
第
四
話
「
女
依
法
花
力
転
蛇
身
生
天
語
」
に
お
い
て
、

陰
陽
道
に
通
じ
た
人
物
と
し
て
登
場
す
る
点
に
も
注
目
し
、「
陰
陽
道
の
始
祖
」

と
し
て
、
超
人
的
能
力
を
駆
使
す
る
真
備
像
が
院
政
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
6
（

。

　

院
政
期
の
真
備
伝
と
し
て
特
に
ま
と
ま
っ
た
内
容
が
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四

一
〜
一
一
一
一
）
晩
年
の
談
話
を
藤
原
実
兼
（
一
〇
八
五
〜
一
一
一
二
）
が
筆

録
し
た
『
江
談
抄
』
に
見
ら
れ
る
。
同
書
に
記
さ
れ
た
真
備
伝
に
は
、「
吉
備

大
臣
入
唐
絵
巻
」
詞
書
と
逐
語
的
な
近
さ
が
認
め
ら
れ
、
絵
巻
制
作
に
際
し
て

『
江
談
抄
』
そ
の
も
の
か
、
同
書
成
立
と
近
し
い
環
境
で
伝
承
さ
れ
た
テ
ク
ス

ト
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
３
）『
江
談
抄
』
と
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
詞
書

　
『
江
談
抄
』
諸
写
本
の
う
ち
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
書
写
さ
れ
た

古
本
系
と
し
て
、
醍
醐
寺
本
（『
水
言
鈔
』）、
前
田
家
本
、
高
山
寺
旧
蔵
本
（
神

田
家
本
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
が
伝
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
雫
本
で
真
備
伝
を

欠
く
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
世
以
降
、
古
本
系
本
文
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
な

ど
を
参
照
し
た
説
話
を
追
加
し
て
類
聚
再
編
さ
れ
た
、
類
聚
本
系
『
江
談
抄
』

が
広
く
流
布
し
た
。
五
巻
ま
た
は
六
巻
で
構
成
さ
れ
、
真
備
伝
は
そ
の
巻
三
第

一
話
「
吉
備
入
唐
間
事
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
類
聚
再
編
過
程
で

追
加
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
小
峯
和
明
は
、
類
聚
本
系
『
江

談
抄
』
巻
五
第
七
一
話
「
源
中
将
師
時
亭
の
文
会
の
篤
昌
の
事
」
に
該
当
す
る

記
録
が
、
こ
の
話
の
登
場
人
物
で
あ
る
藤
原
師
時
自
身
の
日
記
『
長
秋
記
』
天

永
二
年
（
一
一
一
一
）
六
月
二
〇
日
条
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
真

備
伝
が
こ
の
第
七
一
話
で
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
『
野
馬
台
詩
』
日
本
請
来
の
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話
題
に
続
け
て
、
同
じ
機
会
に
匡
房
か
ら
実
兼
へ
語
り
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
す
る
）
7
（

。

　

さ
ら
に
、
真
備
伝
の
み
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
和
文
体
で
書
写
し
た
、
大

東
急
記
念
文
庫
蔵
『
吉
備
大
臣
物
語
』（
以
下
、『
吉
備
大
臣
物
語
』
と
呼
ぶ
）

が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
見
ら
れ
、『
江
談
抄
』
所
収
の
漢
文
体
真
備
伝

に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）
8
（

。
た
だ
し
、『
吉
備
大
臣
物
語
』
の
内
容
は
、

類
聚
本
系
『
江
談
抄
』
所
収
「
真
備
伝
」
本
文
と
は
細
部
に
お
い
て
違
い
が
あ

り
、
む
し
ろ
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
詞
書
と
近
い
）
9
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
第
一
に
古
本
系
『
江
談
抄
』
に
も
「
真

備
伝
」
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
第
二
に
和
文
化
し
た
「
真
備

伝
」
も
、
鎌
倉
時
代
初
頭
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
詞
書
は
、『
江
談
抄
』、
あ
る
い
は
そ

こ
か
ら
抄
出
訓
読
さ
れ
た
『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
基
づ
き
成
立
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
絵
巻
に
お
い
て
欠
失
し
て
い
る
詞
書
の
内
容
を
、
こ
れ

ら
の
本
文
、
特
に
『
吉
備
大
臣
物
語
』
を
用
い
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
以
下
の
考
察
で
は
、
適
宜
こ
れ
ら
の
本
文
を
参
照
し
な
が
ら
、「
吉
備
大

臣
入
唐
絵
巻
」
の
詞
と
絵
の
構
造
を
分
析
す
る
。

二
　
絵
巻
の
現
状
と
復
元
案

（
１
）
伝
来

　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
つ
い
て
、
制
作
時
に
遡
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
白
河
上
皇
の
周
辺
で
成
立
し
、
同
上
皇
の
絵
巻
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
た
蓮
華
王
院
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
宝
蔵

絵
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
室
町
時
代
の

皇
族
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
一
三
七
二
〜
一
四
二
六
）
が
、
当
時
若
狭
国
松
永
庄

新
八
幡
宮
に
伝
わ
っ
て
い
た
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
を
、
同
所
に
伝
来
し
た

「
伴
大
納
言
絵
巻
」、「
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
」（
原
本
は
江
戸
時
代
に
焼
失
、
模

本
の
み
が
現
存
）
と
と
も
に
京
都
に
取
り
寄
せ
て
閲
覧
し
た
記
録
が
残
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
（『
看
聞
日
記
』
嘉
吉
元
年
四
月
二
六
日
条
）。

　

こ
れ
ら
の
絵
巻
相
互
の
絵
画
様
式
が
近
し
い
こ
と
、
さ
ら
に
蓮
華
王
院
宝
蔵

収
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
「
年
中
行
事
絵
巻
」（
原
本
は
江
戸

時
代
に
焼
失
、
模
本
の
み
が
現
存
）
と
、
こ
れ
ら
三
作
品
の
絵
画
様
式
上
の
近

さ
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
を
蓮
華
王
院
伝
来
作
品

の
宝
蔵
絵
と
見
な
す
論
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
看
聞
日
記
』
に
記
さ
れ
た
後
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
は
、
近
世
に
は
若

狭
国
小
浜
の
明
通
寺
、
若
狭
国
主
木
下
勝
俊
（
一
五
六
九
〜
一
六
四
九
）、
京

都
商
人
の
三
木
権
大
夫
ら
の
手
を
経
て
、
幕
末
に
再
び
若
狭
国
小
浜
に
戻
り
、

藩
主
酒
井
家
の
所
蔵
と
な
る
。
近
代
に
至
り
同
家
よ
り
出
て
最
終
的
に
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）、
山
中
商
会
の
仲
介
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
購
入
し
て
今
日

に
至
る
）
10
（

。

（
２
）
錯
簡
説
の
再
検
討

　

近
年
ま
で
一
巻
で
伝
来
し
た
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
で
あ
る
が
、
現
装
で
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は
保
存
の
た
め
に
四
巻
に
分
か
た
れ
て
い
る
）
11
（

。
合
計
四
六
紙
分
の
詞
書
と
絵
が

現
存
す
る
も
の
の
、
冒
頭
詞
書
や
後
半
部
分
が
欠
失
し
て
お
り
、
補
筆
や
補
彩

も
散
見
さ
れ
、
ま
た
画
面
が
切
り
つ
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
近
年
錯
簡
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
。
錯
簡
の
検
証
や
復
元
に
関
し
て

は
、
黒
田
日
出
男
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
）
12
（

、
そ
の
後
、
画
面
を
精
査
し
た

神
田
房
枝
に
よ
っ
て
黒
田
説
を
一
部
修
正
し
た
別
案
が
示
さ
れ
た
）
13
（

。
以
下
で
は
、

両
氏
に
よ
っ
て
錯
簡
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
三
か
所
（
Ａ
〜
Ｃ
）
に
つ
い
て
、

順
に
確
認
し
た
後
に
私
見
を
述
べ
る
。

　
（
Ａ
）
錯
簡
に
関
す
る
黒
田
説
と
神
田
説
の
大
き
な
相
違
点
と
し
て
、
第
一

段
の
第
八
〜
一
二
紙
の
解
釈
が
あ
る
。
黒
田
は
、
こ
の
部
分
に
錯
簡
が
あ
り
、

本
来
は
、「
真
備
の
術
に
よ
っ
て
日
月
が
封
じ
ら
れ
た
た
め
唐
の
宮
廷
の
人
々

が
緊
急
集
合
す
る
」
物
語
後
半
の
場
面
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
の
主
た
る
理

由
に
つ
い
て
は
「
帝
王
か
ら
博
士
に
い
た
る
ま
で
が
続
々
と
集
合
し
つ
つ
あ
る

こ
の
場
面
を
、
単
な
る
報
告
を
受
け
て
い
る
場
面
と
読
む
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
神
田
は
、『
江
談
抄
』「
吉
備
入
唐
の

間
の
事
」
や
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
吉
備
大
臣
物
語
』
冒
頭
に
、
到
来
し
た
真

備
の
処
分
に
つ
い
て
唐
人
が
集
ま
っ
て
議
論
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述
「
な

ん
と
議
し
て
」
に
注
目
し
、
こ
れ
が
該
当
箇
所
に
描
か
れ
た
状
況
と
一
致
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
ど
お
り
「
吉
備
大
臣
の
処
置
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
と
議

論
し
て
い
る
画
面
」
と
解
し
て
問
題
な
い
と
黒
田
説
を
退
け
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
神
田
説
と
同
じ
く
、
該
当
箇
所
は
現
状
通
り

で
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
を
補
足
す
る
た
め
、『
吉
備
大
臣
物
語
』

冒
頭
に
、「
吉
備
之
大
臣
唐
土
ニ
渡
テ
ア
リ
シ
ニ
諸
〳
〵
ミ
チ
〳
〵
ノ
唐
人
ト

モ
ハ
チ
テ
相
議
シ
テ
云
ハ
ク
」
と
し
て
、
諸
道
に
通
じ
た
博
士
た
ち
が
集
ま
っ

て
相
談
を
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
絵
巻
第
八
・
九
紙
に

は
、
巻
子
を
持
っ
た
従
者
を
引
き
連
れ
た
老
博
士
た
ち
が
続
々
と
宮
殿
に
集
合

し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
掲
げ
た
『
吉
備
大
臣
物
語
』
の
記

述
に
一
致
す
る
。「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
詞
書
は
、『
江
談
抄
』
よ
り
『
吉

備
大
臣
物
語
』
に
近
い
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
14
（

、
現
在
は
失
わ
れ
た
第

一
段
の
詞
書
に
も
、『
吉
備
大
臣
物
語
』
と
同
じ
く
諸
道
の
博
士
た
ち
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
第
八

〜
一
二
紙
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
面
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
Ｂ
）
黒
田
説
・
神
田
説
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
現
装
で
第
二
段
に
位
置
す

る
第
一
七
〜
二
〇
紙
に
つ
い
て
、
本
来
は
「
宝
誌
和
尚
が
宮
殿
に
結
界
し
て

『
野
馬
台
詩
』
を
書
く
」
場
面
と
結
論
す
る
。
錯
簡
を
最
初
に
指
摘
し
た
黒
田
は
、

宮
殿
内
に
描
か
れ
た
人
物
の
ひ
と
り
が
、
千
早
と
見
ら
れ
る
儀
礼
用
の
特
別
な

貫
頭
衣
を
着
て
い
る
こ
と
、
ま
た
中
央
で
筆
を
執
る
人
物
が
、
毛
皮
の
服
を
身

に
着
け
て
お
り
聖
あ
る
い
は
山
岳
修
行
を
す
る
修
験
者
的
な
人
物
と
目
さ
れ
る

こ
と
な
ど
を
根
拠
に
あ
げ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
小
峯
和
明
が
、
筆
を
執
る
中
央

の
人
物
の
被
り
物
が
、
中
国
唐
・
宋
時
代
の
彫
刻
や
絵
画
作
例
に
見
ら
れ
る
被

帽
の
宝
誌
図
像
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
）
15
（

、
こ
の
こ
と
か
ら
も

該
当
箇
所
が
宝
誌
に
よ
る
『
野
馬
台
詩
』
執
筆
場
面
で
あ
る
こ
と
は
決
定
的
で
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あ
る
。

　
『
野
馬
台
詩
』
の
作
者
に
仮
託
さ
れ
る
宝
誌
（
四
二
五
〜
五
一
四
）
と
は
、

中
国
南
朝
で
活
躍
し
た
伝
説
的
神
異
僧
で
、
梁
武
帝
の
厚
い
帰
依
を
受
け
た
。

唐
代
に
は
、
奇
行
や
霊
験
に
関
す
る
逸
話
が
多
く
成
立
し
、
造
形
の
上
で
も
多

様
な
姿
で
表
さ
れ
た
）
16
（

。
宝
誌
像
の
日
本
へ
の
請
来
は
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
〜

七
八
〇
）
に
入
唐
し
た
大
安
寺
僧
戒
明
に
よ
る
事
例
（
思
託
著
『
延
暦
僧
録
』

第
五
、
戒
明
伝
）
が
早
く
）
17
（

、
そ
の
後
も
、
円
仁
・
恵
雲
・
円
珍
・
成
尋
ら
天
台

僧
を
中
心
に
、
入
唐
・
入
宋
中
に
各
地
で
宝
誌
像
を
拝
観
し
た
記
録
が
残
り
、

関
連
す
る
儀
軌
や
図
像
の
請
来
も
続
い
た
）
18
（

。
戒
明
請
来
像
は
、
大
安
寺
堂
塔
の

度
重
な
る
倒
壊
や
火
災
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
に
は
失
わ
れ
た
と
推

定
さ
れ
）
19
（

、
そ
の
像
容
や
材
質
も
定
か
で
な
い
も
の
の
、
近
年
の
研
究
で
は
、
戒

明
入
唐
時
期
の
中
国
の
作
例
等
に
照
ら
し
て
、
宝
誌
と
十
一
面
観
音
を
並
置
し

た
画
像
で
あ
る
可
能
性
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。

　

一
方
、
大
江
親
通
が
、
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
の
南
都
巡
礼
の
際
の
見
聞

や
、
他
の
文
献
等
も
参
照
し
て
編
ん
だ
『
七
大
寺
日
記
』
に
は
、
大
安
寺
金
堂

に
両
手
で
面
皮
を
破
っ
て
仏
身
を
現
す
像
容
の
木
彫
像
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
宝
誌
が
十
一
面
観
音
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
伝
説
に
由
来
す
る
像
容

で
、
現
存
作
例
と
し
て
京
都
・
西
往
寺
の
木
彫
像
（
一
一
世
紀
後
半
）
が
あ
る
。

ま
た
、
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
以
後
の
成
立
と
見
ら
れ
る
『
諸
寺
縁
起
集
』

（
醍
醐
寺
本
）
に
は
、
大
安
寺
塔
の
壁
板
に
梁
武
帝
が
宝
誌
に
成
仏
の
方
法
を

諮
問
す
る
場
面
を
画
い
た
画
像
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
安
寺
に
、
異
な

る
像
容
の
木
彫
像
と
画
像
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
特
に
梁
武
帝

と
の
対
面
を
主
題
と
す
る
後
者
で
は
、
中
国
の
作
例
に
多
く
見
ら
れ
る
被
帽
の

図
像
で
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。こ
の
よ
う
な
画
像
を
参
照
し
て
、『
野

馬
台
詩
』
執
筆
場
面
が
構
想
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
得
る
。

　

た
だ
し
、
黒
田
説
・
神
田
説
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
箇

所
に
つ
い
て
、
前
後
関
係
か
ら
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
る
二
箇
所
、
つ
ま
り
第

一
五
と
一
六
紙
の
間
か
、
第
一
六
と
一
七
紙
の
間
か
と
い
う
点
に
は
さ
ら
な
る

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
。
特
定
が
難
し
い
理
由
は
、
紙
継
ぎ
を
ま
た
が
っ

て
、
前
者
に
は
高
楼
、
後
者
に
は
牛
馬
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
自
然
に

連
続
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

筆
者
も
か
つ
て
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
熟
覧
の
機
会
を
得
、
第
二
段
の
紙

継
ぎ
箇
所
を
全
て
丹
念
に
観
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
段
に
含
ま
れ
る
全
て

の
紙
継
ぎ
に
お
い
て
、
後
世
の
改
変
を
は
っ
き
り
と
示
す
要
素
は
見
出
せ
な

か
っ
た
）
21
（

。
そ
こ
で
、
紙
継
ぎ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
最
も
合
理
的
な
解
釈
と
し
て
、

宝
誌
に
よ
る
『
野
馬
台
詩
』
執
筆
場
面
の
混
入
が
、
後
世
の
錯
簡
で
は
な
く
、

絵
巻
制
作
時
点
で
既
に
生
じ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
以
下
に
詳
述
す
る
。

　

第
二
段
は
、
冒
頭
（
第
一
三
紙
）
の
詞
書
が
「
夜
中
ば
か
り
に
は
な
る
ら
む

と
思
ふ
ほ
ど
に
、
雨
降
り
、
風
吹
き
な
ど
し
て
、
身
の
毛
だ
ち
て
覚
ゆ
る
に
、

乾
の
方
よ
り
鬼
う
か
が
ひ
来
た
る
」
で
始
ま
る
。
絵
の
冒
頭
（
第
一
五
紙
）
に

も
、
深
く
垂
れ
こ
め
薄
い
群
青
で
彩
ら
れ
た
霞
、
風
に
な
び
く
樹
木
、
鬼
が
描

か
れ
て
お
り
詞
書
と
呼
応
し
て
い
る
。
一
方
、
第
一
七
紙
か
ら
第
一
九
紙
に
は
、

宮
門
か
ら
宮
殿
に
か
け
て
、
貴
人
に
従
う
従
者
た
ち
が
主
人
を
待
ち
な
が
ら
休
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息
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
が
頭
を
垂
れ
、
横
た
わ
る
な

ど
し
て
寝
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
夜
中
の
場
面
で
あ
る
と
理

解
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
七
紙
か
ら
第
一
九
紙
に
つ
い
て
は
、
現
状
ど
お
り
、
第
一

五
・
一
六
紙
に
続
く
夜
の
場
面
と
見
て
も
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
つ
ま
り
、
真
備

が
幽
閉
さ
れ
た
高
楼
へ
鬼
が
や
っ
て
き
た
深
夜
に
、
一
方
の
唐
の
宮
殿
に
は
第

一
段
か
ら
引
き
続
き
諸
道
の
博
士
た
ち
が
参
集
し
て
お
り
、
昼
間
の
情
景
と
し

て
描
か
れ
た
第
一
段
と
対
照
的
に
、
従
者
た
ち
が
寝
て
い
る
夜
の
情
景
と
し
て

表
現
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詞
書
に
は
何
も
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
本
作
に
お
け
る
「
反
復
構
図
」
の
原
則
（
後
述
）
か
ら
も
、
第
二

段
に
は
、
宮
門
か
ら
宮
殿
に
至
る
場
面
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
段
の

宮
門
前
に
描
か
れ
た
従
者
た
ち
（
第
八
・
九
紙
）
の
数
と
匹
敵
す
る
規
模
で
、

第
二
段
宮
門
前
の
従
者
た
ち
（
第
一
七
〜
一
九
紙
）
が
描
か
れ
て
い
る
点
も
、

両
場
面
が
昼
夜
一
対
の
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。
さ

ら
に
、
現
状
の
第
一
七
〜
二
〇
紙
に
つ
い
て
、
諸
道
の
博
士
が
宮
殿
で
一
夜
を

過
ご
す
場
面
と
捉
え
る
と
、
冒
頭
の
詞
書
が
「
そ
の
あ
し
た
に
楼
を
開
き
て
」

で
は
じ
ま
る
、
続
く
第
三
段
の
翌
朝
の
場
面
へ
、
物
語
が
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
さ

れ
る
。

　

最
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
、
本
来
、
第
一
段
と
同
じ
諸
道
の
博
士
た
ち
が
描

か
れ
る
べ
き
第
二
〇
紙
の
宮
殿
内
に
、『
野
馬
台
詩
』
執
筆
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
理
由
の
解
明
で
あ
る
。
第
一
九
紙
と
二
〇
紙
の
間
も
自
然
な
つ
な
が
り
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
〇
紙
の
み
が
錯
簡
で
あ
る
と
も
考
え
に
く
い
。

　

錯
簡
で
な
い
と
す
れ
ば
、
制
作
段
階
に
お
け
る
何
ら
か
の
不
手
際
に
よ
っ
て
、

『
野
馬
台
詩
』
執
筆
場
面
に
用
い
る
べ
き
図
様
が
混
入
し
た
可
能
性
が
浮
上
す

る
。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
の
混
入
が
起
こ
り

得
る
一
因
と
し
て
、
本
作
に
特
徴
的
な
同
一
構
図
の
繰
り
返
し
が
思
い
当
た
る
。

各
場
面
に
描
か
れ
る
べ
き
モ
チ
ー
フ
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
良

く
似
た
構
図
が
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
が
生
じ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
別
の
可
能
性
と
し
て
、
そ
も
そ
も
第
二
〇
紙
に
描
か
れ
た
内
容
が
本
作

制
作
現
場
に
お
い
て
、
正
確
に
宝
誌
図
像
と
認
知
さ
れ
得
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
考
え
て
み
た
い
。
現
在
の
私
た
ち
は
、
唐
代
絵
画
な
ど
様
々
な
手
が
か
り

を
駆
使
し
て
、
こ
の
図
像
の
正
確
な
意
味
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、
絵
巻
制
作
の
場
で
共
有
さ
れ
得
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、

一
応
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
周
到
な
準
備
を
経
て
制
作
さ
れ
た
は
ず
の

本
作
で
、
場
面
の
誤
認
が
生
じ
る
と
は
な
か
な
か
考
え
に
く
い
状
況
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
本
作
に
先
立
つ
別
本
が
あ
り
、
そ
の
図
様
を
参
照
し
て
各
場

面
の
絵
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
と
、
図
様
の
取
り
違

え
が
生
じ
る
要
因
に
な
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
、
梅
津
次
郎
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
別
本
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
断
簡
二
種
が
あ
り
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
本
以
外
に
も
、
中
世
に
遡
っ
て
吉
備
真
備
入
唐
譚
を
主
題
に
し
た
絵

巻
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
22
（

。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
が
、「
宝
蔵
絵
」
と

し
て
制
作
さ
れ
た
正
本
の
副
本
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
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（
Ｃ
）
黒
田
説
・
神
田
説
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
現
装
で
第
五
段
に
位
置
す

る
「
囲
碁
名
人
の
参
内
」
と
さ
れ
て
い
る
第
三
八
紙
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
従
者
の
持
ち
物
が
囲
碁
と
は
関
係
な
い
巻
子
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
錯
簡

で
あ
る
と
し
、
本
来
は
、
物
語
後
半
の
「
日
月
を
封
じ
た
者
を
占
う
た
め
に
参

内
す
る
博
士
」
の
場
面
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は

以
下
の
観
点
か
ら
こ
の
第
三
八
紙
も
、
当
初
か
ら
現
状
通
り
の
位
置
に
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　

理
由
の
第
一
と
し
て
、
こ
の
場
面
は
第
五
段
詞
書
の
「
さ
て
ま
た
、
唐
人
議

し
て
云
は
く
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。
先
に
、
第
一
段
の

第
八
〜
一
二
紙
を
、
唐
の
博
士
た
ち
が
集
ま
っ
て
真
備
へ
の
対
応
を
協
議
し
て

い
る
場
面
と
見
な
し
た
の
と
同
じ
く
、
第
三
八
紙
に
描
か
れ
る
べ
き
内
容
も
諸

道
の
博
士
の
協
議
場
面
と
捉
え
れ
ば
、
宮
殿
の
階
を
登
る
老
人
の
従
者
が
巻
子

を
携
え
る
こ
と
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
老

人
が
「
囲
碁
名
人
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
語
上
の
必
然
性
は
な
く
、
第
一

段
の
宮
門
を
登
る
老
博
士
（
第
九
紙
）
と
同
じ
く
、
唐
朝
を
代
表
す
る
賢
者
と

い
っ
た
意
味
を
担
う
も
の
と
見
な
し
得
る
。
ま
た
、
続
く
第
六
段
の
詞
書
冒
頭

で
は
「
次
の
日
、
案
の
ご
と
く
碁
の
上
手
を
遣
は
し
て
」
と
、
前
日
に
真
備
へ

の
次
な
る
挑
戦
に
つ
い
て
議
論
し
た
唐
人
た
ち
が
、
そ
の
案
の
と
お
り
に
囲
碁

名
人
を
吉
備
の
も
と
へ
派
遣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
満
を
持

し
て
囲
碁
名
人
が
登
場
す
べ
き
場
面
は
第
六
段
で
あ
っ
て
、
第
五
段
に
そ
の
姿

が
な
い
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
現
装
で
第
六
段
に
含
ま
れ
て
い
る
、「
囲
碁
名
人
が
真
備
へ
の
敗

北
を
皇
帝
に
奏
上
す
る
」
場
面
（
第
四
六
紙
）
に
描
か
れ
る
唐
人
た
ち
の
人
数

や
皇
帝
の
御
前
左
右
に
分
か
れ
て
名
人
の
報
告
を
受
け
て
い
る
様
子
が
、
第
三

八
紙
の
宮
殿
内
の
様
子
に
近
し
く
、
両
場
面
は
一
対
の
も
の
と
し
て
機
能
し
、

囲
碁
勝
負
の
前
後
を
対
照
的
に
表
す
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。
確
か
に
、
両
場
面

に
描
か
れ
た
人
物
の
着
衣
や
冠
が
一
致
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
第
二
七
紙
に

描
か
れ
て
い
る
『
文
選
』
を
講
じ
る
博
士
た
ち
と
、
そ
の
結
末
部
分
で
あ
る
第

三
三
紙
に
描
か
れ
る
博
士
た
ち
の
着
衣
が
一
致
し
な
い
こ
と
と
同
工
の
表
現
と

し
て
理
解
で
き
る
。

　

第
三
に
、該
当
箇
所
が
、絵
巻
全
体
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
も
相
当
す
る
「
日

月
封
じ
」
に
関
連
す
る
場
面
だ
と
す
る
と
、
そ
の
一
大
事
に
つ
い
て
の
対
応
を

練
る
宮
殿
内
部
の
様
子
と
見
る
に
は
、集
ま
っ
た
唐
人
の
人
数
が
少
な
い
。『
吉

備
大
臣
物
語
』
に
「
唐
土
オ
ホ
キ
ニ
オ
ト
ロ
ク
、
オ
メ
キ
サ
ケ
フ
コ
ト
ヒ
マ
ナ

シ
、
コ
レ
ヲ
ウ
ラ
ナ
ワ
シ
ム
ル
ニ
」
と
あ
る
内
容
が
、「
日
月
封
じ
」
場
面
の

詞
書
に
も
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
該
当
す
る
絵
は
、
第
一
段
に
描
か

れ
た
、
真
備
が
唐
に
到
着
し
た
直
後
の
宮
殿
の
様
子
（
第
一
〇
〜
一
二
紙
）
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
、
大
規
模
な
協
議
あ
る
い
は
卜
占
の
場
面
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
第
三
八
紙
に
つ
い
て
は
現
状
ど

お
り
第
五
段
の
一
部
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
錯
簡
箇
所
に
つ
い
て
再
検
証
し

た
結
果
、
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
錯
簡
と
は
見
な
せ
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
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つ
ま
り
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
現
状
は
、
制
作
当
初
の
姿
を
か
な
り
忠

実
に
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
〇
紙
に
『
野
馬
台
詩
』

執
筆
場
面
が
混
入
し
て
い
る
理
由
の
解
明
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
い
く
つ
か

の
可
能
性
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
、
以
下
で
は
、
絵
巻
の
現
状
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
態
を
留
め
た
も
の
と
見
な

し
た
上
で
、
詞
と
絵
の
構
造
を
分
析
す
る
。

（
３
）
復
元
案
│
二
段
一
対
の
構
造

　

黒
田
説
・
神
田
説
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
全
一
一
段
構
成
の
復
元
案
が
以
下

の
通
り
提
案
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
あ
る
い
は
絵
が
現
存
す
る
、
第
一
段
「
真
備

の
到
着
と
唐
人
の
謀
議
」、
第
二
段
「
阿
倍
仲
麻
呂
（
鬼
）
の
登
場
」、
第
三
段

「
真
備
と
鬼
、
宮
殿
で
『
文
選
』
を
盗
み
見
る
」、
第
四
段
「
真
備
、
唐
人
を
欺

き
『
文
選
』
三
〇
巻
を
獲
得
」、
第
五
段
「
真
備
の
囲
碁
修
得
と
唐
人
の
謀
議
」、

第
六
段
「
囲
碁
勝
負
」、
第
七
段
「
宝
誌
、『
野
馬
台
詩
』
を
筆
記
」
に
加
え
、『
江

談
抄
』
及
び
『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
よ
っ
て
判
明
す
る
第
八
段
「
真
備
、
皇
帝

の
御
前
で
『
野
馬
台
詩
』
を
読
解
」、
第
九
段
「
真
備
の
日
月
封
じ
」、
第
一
〇

段
「
唐
人
、
日
月
封
じ
の
原
因
を
占
う
」、
第
一
一
段
「
真
備
が
日
月
封
じ
の

術
を
解
き
、
日
本
へ
の
帰
国
が
許
さ
れ
る
」
の
四
段
が
加
わ
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

　

以
上
の
復
元
案
は
『
江
談
抄
』
及
び
『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
お
け
る
物
語
の

展
開
に
基
づ
く
も
の
で
、
全
体
の
構
成
に
異
論
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
。
た
だ

し
本
稿
で
は
、
黒
田
・
神
田
両
説
に
お
け
る
第
一
〇
段
「
真
備
の
日
月
封
じ
」

と
第
一
一
段
「
唐
人
、
日
月
封
じ
の
原
因
を
占
う
」
場
面
は
一
段
と
し
て
集
約

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
、
全
体
を
一
〇
段
で
構
成
す
る
復
元
案
を
提
案
す
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
、
本
稿
に
お
け
る
復
元
案

を
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、『
江
談
抄
』
及
び
『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
よ
っ
て

判
明
す
る
全
文
に
照
ら
し
、
本
来
備
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
欠
失
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
↓
【　

】
で
示
し
た
。

第
一
段
（
現
装
第
一
巻
）「
真
備
の
到
着
と
高
楼
へ
の
幽
閉
、
唐
人
の
謀
議
」

　

詞　

欠

　

絵　

第
一
〜
一
二
紙

第
二
段
（
現
装
第
二
巻
）「
阿
倍
仲
麻
呂
（
鬼
）
の
登
場
と
、
夜
の
宮
殿
」

　

詞　

第
一
三
〜
一
四
紙

　

絵　

第
一
五
〜
二
〇
紙
（ 

た
だ
し
、
第
二
〇
紙
の
図
様
は
宝
誌
に
よ
る
『
野

馬
台
詩
』
執
筆
場
面
に
該
当
）

第
三
段
（
現
装
第
三
巻
）「
真
備
と
鬼
、
宮
殿
で
『
文
選
』
を
盗
み
見
る
」

　

詞　

第
二
一
〜
二
二
紙

　

絵　

第
二
三
〜
二
七
紙

第
四
段
（
現
装
第
三
巻
）「
真
備
、
唐
の
使
者
を
欺
き
『
文
選
』
三
〇
巻
を
獲
得
」

　

詞　

第
二
八
紙

　

絵　

第
二
九
〜
三
四
紙

第
五
段
（
現
装
第
四
巻
）「
真
備
の
囲
碁
修
得
と
唐
人
の
謀
議
」

　

詞　

第
三
五
紙
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絵　

第
三
六
〜
三
八
紙

第
六
段
（
現
装
第
四
巻
）「
囲
碁
勝
負
」

　

詞　

第
三
九
紙

　

絵　

第
四
〇
〜
四
六
紙

第
七
段
（
現
装
第
二
巻
に
混
入
）「
宝
誌
、『
野
馬
台
詩
』
を
筆
記
」

　

↓
【
詞
・
絵
と
も
に
欠
】（ 

た
だ
し
、
第
二
〇
紙
の
図
様
は
宝
誌
に
よ
る
『
野

馬
台
詩
』
執
筆
場
面
に
該
当
）

第
八
段
「
真
備
、
皇
帝
の
御
前
で
『
野
馬
台
詩
』
を
読
解
」

　

↓
【
詞
・
絵
と
も
に
欠
】

第
九
段
「
真
備
、
日
月
を
封
じ
、
唐
の
宮
廷
で
そ
の
原
因
を
占
う
」

　

↓
【
詞
・
絵
と
も
に
欠
】

第
一
〇
段
「
真
備
、
術
を
解
き
日
月
を
現
し
、
帰
国
の
途
に
つ
く
」

　

↓
【
詞
・
絵
と
も
に
欠
】

　

以
上
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、『
江
談
抄
』
及
び
『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
照

ら
し
て
、
現
存
す
る
の
は
物
語
の
前
半
部
分
で
、
全
体
の
約
半
分
の
分
量
に
該

当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
最
も
自
然
な
解
釈
と
し
て
は
、
元
来
上
下
二

巻
で
構
成
さ
れ
て
い
た
絵
巻
の
下
巻
が
失
わ
れ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
）
23
（

。

　

ま
た
、
現
存
す
る
第
一
第
か
ら
第
六
段
ま
で
、
唐
の
皇
帝
と
真
備
と
の
対
決

が
二
段
を
一
対
と
し
て
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
前
段
が
唐
皇
帝
か
ら
の
難

題
、
後
段
が
真
備
の
対
応
と
勝
利
の
場
面
と
し
て
整
然
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
七
段
以
降
も
同
様
の
構
成
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
巻
末
の
日
月
封

じ
場
面
も
、
帰
国
の
途
に
つ
く
最
終
場
面
を
含
め
、
二
段
一
対
の
構
成
で
あ
っ

た
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
掲
げ
た
復
元
案
で

は
、
第
七
段
と
八
段
が
『
野
馬
台
詩
』
を
め
ぐ
る
対
決
を
、
第
九
段
と
一
〇
段

が
「
日
月
封
じ
」
を
め
ぐ
る
対
決
を
取
り
上
げ
た
場
面
と
推
定
し
、
全
一
〇
段

構
成
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。

　

以
上
の
見
解
を
﹇
表
﹈
と
し
て
整
理
し
た
。
対
決
の
内
容
ご
と
に
①
〜
⑤
に

分
け
、
唐
皇
帝
か
ら
の
難
題
、
そ
れ
に
対
す
る
真
備
の
対
処
、
そ
の
際
に
真
備

が
発
揮
し
た
能
力
に
つ
い
て
一
覧
し
た
。
ま
た
現
存
す
る
第
一
段
か
ら
第
六
段

（
現
装
の
全
四
巻
）
を
﹇
図
１

〜
４

﹈
と
し
て
掲
げ
た
。

　

改
め
て
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
全
体
を
見
通
す
と
、
現
存
場
面
中
で
最
も

長
大
な
画
面
（
一
二
紙
、
六
七
三
・
五
㎝
）
と
な
っ
て
い
る
第
一
段
﹇
図
１

、

現
装
の
第
一
巻
﹈
と
、
次
に
長
い
（
八
紙
、
四
五
八
・
七
㎝
）
第
二
段
﹇
図
２

、

現
装
の
第
二
巻
﹈
が
第
一
の
対
決
場
面
を
構
成
し
て
い
る
）
24
（

。
続
い
て
そ
の
半
分

ほ
ど
の
長
さ
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
第
三
段
（
七
紙
、
三
七
〇
・
一
㎝
）
と
第
四

段
（
七
紙
、
三
五
一
・
七
㎝
）
が
第
二
の
対
決
場
面
﹇
図
３

、
現
装
の
第
三
巻
﹈

を
構
成
。
こ
れ
と
近
し
い
長
さ
で
第
五
段
（
四
紙
、
二
一
〇
・
七
㎝
）
と
第
六

段
（
八
紙
、
三
八
七
・
四
㎝
）
が
第
三
の
対
決
場
面
﹇
図
４

、
現
装
の
第
四
巻
﹈

を
構
成
し
て
い
る
）
25
（

。
紙
数
を
多
く
用
い
た
第
一
の
対
決
場
面
の
後
、
比
較
的
少

な
い
紙
数
で
第
二
、
第
三
の
対
決
が
続
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
欠

失
し
た
第
四
の
対
決
場
面
に
も
第
二
、
第
三
の
対
決
場
面
と
近
い
分
量
が
割
か

れ
、
巻
末
に
あ
た
る
第
五
の
対
決
場
面
に
再
び
長
大
な
紙
数
が
充
て
ら
れ
て
い

た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
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こ
れ
と
良
く
似
た
画
面
構
成
を
「
伴
大
納
言
絵
巻
」
に
も
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
同
絵
巻
で
は
、
巻
頭
に
応
天
門
の
火
災
に
際
し
て
出
動
す
る
検
非
違
使
、

巻
末
で
伴
善
男
を
捕
縛
す
る
検
非
違
使
を
配
置
し
、
長
大
な
両
場
面
に
挟
ま
れ

る
よ
う
に
し
て
、
入
れ
子
上
に
複
数
の
場
面
が
一
対
の
構
図
を
成
し
て
い
る

（
火
災
現
場
の
風
上
／
風
下
、
源
信
邸
／
伴
善
男
邸
な
ど
）。
両
絵
巻
制
作
環
境

の
近
さ
が
う
か
が
わ
れ
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
で
は
、
一
層
単
純
な
方
法
で
、

真
備
が
唐
の
港
に
到
着
す
る
巻
頭
と
、
真
備
の
出
国
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
巻
末
の
間
で
、
第
一
〜
五
の
対
決
場
面
が
二
段
一
対
の
構
図
で
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
幾
何
学
的
と
も
言
う
べ
き
整
っ
た
構
図
の

お
お
も
と
は
、『
江
談
抄
』
及
び
『
吉
備
大
臣
物
語
』
の
本
文
そ
の
も
の
の
反

復
構
造
に
由
来
す
る
。
加
え
て
、
対
に
な
る
場
面
を
良
く
似
た
構
図
で
繰
り
返

す
と
い
う
絵
画
的
文
法
を
、
中
国
古
代
の
説
話
画
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
点

﹇
表
﹈　「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
お
け
る
唐
皇
帝
と
真
備
の
対
決
構
造

対
決

二
段
一
対

唐
皇
帝
の
難
題

真
備
の
対
応

真
備
が
発
揮
し
た
能
力

１

第
一
段

第
二
段

・ 

唐
に
到
来
し
た
真
備
を
捕
縛
。

・ 

鬼
の
出
没
す
る
高
楼
へ
幽
閉
。

・
鬼
と
意
を
通
じ
、
味
方
に
す
る
。

・
術
（
身
を
隠
す
符
）。

２

第
三
段

第
四
段

・ 『
文
選
』
を
読
ま
せ
、
恥
を
か
か

せ
よ
う
と
す
る
。

・ 『
文
選
』
を
盗
み
読
み
、
最
終
的
に
謀
り
取
る
。

・
術
（
飛
行
自
在
の
術
）。

・ 

唐
人
は
『
文
選
』
読
解
を
真
備
の

「
才
」
と
見
な
す
。

３

第
五
段

第
六
段

・ 
囲
碁
名
人
と
の
勝
負
で
真
備
を
負

か
し
、
さ
ら
に
殺
そ
う
と
す
る
。

・ 

呵
梨
勒
丸
を
飲
ま
せ
る
。

・
一
夜
に
し
て
囲
碁
を
理
解
。

・
囲
碁
名
人
と
互
角
に
打
つ
。

・
碁
石
を
腹
中
に
留
め
る
。

・
藝
（
囲
碁
）。

・
術
（
碁
石
を
腹
中
に
留
め
る
符
）。

（
４

）

復
元
案

第
七
段

第
八
段

・ 

食
事
を
与
え
ず
飢
え
死
に
さ
せ
よ

う
と
す
る
。

・ 

宝
誌
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
野
馬

台
詩
』
を
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
。

・ 

鬼
が
食
事
を
運
び
、
数
か
月
生
き
延
び
る
。

・ 

本
朝
仏
神
（
住
吉
明
神
と
長
谷
寺
観
音
）
へ
訴
え
、
加
護
を
得
る
。

・ 

蜘
蛛
の
糸
に
よ
っ
て
『
野
馬
台
詩
』
を
解
読
。

・
日
本
の
仏
神
と
の
感
応
。

（
５

）

復
元
案

第
九
段

第
一
〇
段

・ 

高
楼
へ
幽
閉
。

・ 

食
事
を
与
え
ず
飢
え
死
に
さ
せ
よ

う
と
す
る
。

・ 

鬼
の
助
力
で
、
百
年
経
た
双
六
の
筒
と
盤
を
入
手
。

・
日
月
を
封
じ
る
。

・ 
日
本
の
仏
神
の
霊
威
を
ほ
の
め
か
し
、
唐
皇
帝
が
そ
れ
を
承
服
。

・
術
を
解
き
、
日
月
を
現
す
。

・
解
放
さ
れ
、
日
本
へ
帰
国
す
る
。

・
術
（
日
月
封
じ
）。

・
日
本
の
仏
神
と
の
感
応
。
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【第一巻】【第二巻】【第三巻】【第四巻】

図
１
　
現
装
の
第
一
巻

図
２
　
現
装
の
第
二
巻

図
３
　
現
装
の
第
三
巻

図
４
　
現
装
の
第
四
巻

「
吉

備
大

臣
入

唐
絵

巻
」（

ボ
ス

ト
ン

美
術

館
蔵
）

第
１
～
４

巻
各

紙
の

法
量
（

cm
）

は
小

松
茂

美
編
『

日
本

絵
巻

大
成
（

三
）

吉
備

大
臣

入
唐

絵
巻
』（

中
央

公
論

社
、

1977年
）

に
基

づ
く

Photograph ©
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に
も
注
目
し
た
い
。「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
は
、
唐
代
中
国
に
お
け
る
説
話

画
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
あ
た
か
も
「
唐
の
モ
ー
ド
」
を
装
う
か
の
ご
と
く
、
意

図
的
に
こ
の
方
法
を
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
構
図

（
１
）
反
復
構
図
と
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」

　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
反
復
構
図
に
つ
い
て
は
、
研
究
史
上
早
い
時
期

か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
本
作
を
最
初
に
紹
介
し
た
矢
代
幸
雄
が
「
吉
備
入
唐

の
構
図
に
就
い
て
、
最
も
顕
著
な
る
特
色
は
、
同
一
場
面
及
び
同
一
人
物
の
繰

返
し
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
に
遡
る
）
26
（

。
矢
代
は
、
高
楼
・
宮
門
・
宮
殿
の

組
み
合
わ
せ
が
合
計
六
回
繰
り
返
さ
れ
る
構
図
に
つ
い
て
、
物
語
を
展
開
す
る

上
で
一
定
の
役
割
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、「
是
は
驚
く
可

き
幼
稚
と
単
調
な
る
構
図
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
上
、
同
様
の
反
復
構
図
を
必
要
と
す
る
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
と
比

較
し
て
も
、
非
常
に
拙
い
構
図
法
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
矢
代
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
評
価
は
そ
の
後
長
ら
く
継
承
さ
れ
た
が
、
二
〇
世
紀
後
半
に
か
け
て
、

若
杉
準
治
、
塩
出
貴
美
子
、
原
口
志
津
子
の
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
反
復
構
図
に

積
極
的
な
意
味
が
見
出
さ
れ
た
。

　

若
杉
は
、
反
復
構
図
の
原
則
が
採
用
さ
れ
た
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、「
物
語
の
場
を
固
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
が
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
景
観
を
固
定
し
た
た
め
、
か
え
っ
て
人

物
描
写
に
生
彩
を
与
え
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
」
と
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
）
27
（

。
ま
た
塩
出
は
、「
場
面
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
舞
台
と
し
て
画
面
上

に
設
定
さ
れ
る
空
間
」
を
「
景
」
と
定
義
し
た
上
で
、
本
作
に
お
い
て
は
、「
第

一
段
の
海
岸
の
景
を
除
け
ば
、
六
段
と
も
に
楼
の
景
、
宮
城
門
の
景
、
宮
殿
の

景
と
い
う
同
じ
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
」
点
に
着
目
し
、
三

景
一
具
の
構
図
を
反
復
す
る
こ
と
が
、
本
作
に
お
け
る
画
面
構
成
の
基
本
理
念

で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
）
28
（

。

　

こ
の
時
期
、
最
も
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
っ
た
の
が
原
口
で
、
こ
の
よ
う
な

反
復
構
図
を
「
十
二
世
紀
の
説
話
絵
巻
の
語
り
口
の
一
端
」
と
し
て
理
解
す
べ

き
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
）
29
（

。
さ
ら
に
そ
の
源
流
を
、
唐
代
に
流
行
し
た
『
賢
愚

経
』
所
説
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
諸
作
例
に
求
め
て
い
る
。

　
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
と
は
、
六
師
外
道
の
ひ
と
り
で
あ
る
牢
度
叉
と
仏
弟
子

の
舎
利
弗
が
法
力
比
べ
（
闘
聖
）
を
行
う
と
い
う
内
容
の
仏
教
説
話
で
あ
る
。

典
拠
で
あ
る
『
賢
愚
経
』
に
は
、
舎
衛
国
の
大
臣
須
達
が
祇
園
精
舎
を
建
立
し

よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
六
師
外
道
が
そ
れ
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
た
め
、
舎
衛
国

王
が
設
け
た
試
合
場
に
国
中
の
人
々
が
集
ま
り
、
そ
の
面
前
で
牢
度
叉
（『
賢

愚
経
』
で
は
労
度
差
と
記
す
）
と
舎
利
弗
の
法
力
比
べ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場

面
が
あ
る
。
牢
度
叉
が
繰
り
出
す
六
種
の
攻
撃
（
樹
・
池
・
山
・
竜
・
牛
・
夜

叉
鬼
）
を
、
舎
利
弗
の
法
力
（
嵐
風
・
六
牙
白
象
・
金
剛
力
士
・
金
翅
鳥
王
・

師
子
王
・
毘
沙
門
王
）
が
こ
と
ご
と
く
退
け
、
最
後
に
精
舎
建
立
が
達
成
さ
れ

る
。

　

原
口
は
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
お
け
る
「
難
問
と
そ
の
解
決
、
正
義
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と
み
な
さ
れ
る
側
の
最
終
的
な
勝
利
」
と
の
物
語
構
造
が
、
牢
度
叉
と
舎
利
弗

と
の
対
決
の
説
話
に
近
い
こ
と
に
着
眼
す
る
。
つ
ま
り
両
説
話
は
、
王
の
御
前

で
善
悪
各
々
の
属
性
を
帯
び
た
登
場
人
物
が
複
数
回
競
い
合
い
、
常
に
善
を
体

現
す
る
側
が
勝
利
す
る
と
い
う
説
話
の
構
造
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
両
者
を
絵
画
化
す
る
際
の
構
図
の
共
通
性
と
し
て
も
現
れ
る
。

　
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
絵
画
化
の
早
い
例
は
、
敦
煌
西
千
仏
洞
第
一
〇
窟
前
壁

東
側
壁
画
（
六
世
紀
）
に
認
め
ら
れ
、
以
後
、
敦
煌
石
窟
壁
画
中
に
一
一
世
紀

初
頭
に
至
る
ま
で
の
一
九
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）
30
（

。
こ
の
他
、
掛
幅
、
巻
子
の

作
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
、
九
世
紀
末
頃
の
成
立
と
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン

ス
国
立
図
書
館
蔵
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」（pelliot 4524

）
に
は
、
巻
子
装
の
変

相
の
裏
に
絵
解
き
の
た
め
の
変
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
巻
の
起
源
を
考
察
す

る
上
で
も
重
要
な
作
例
で
あ
る
）
31
（

。
同
本
に
付
さ
れ
た
変
文
は
、
説
話
的
な
内
容

が
増
補
さ
れ
、
法
力
比
べ
の
順
番
も
経
典
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
説
話
の
大

枠
は
『
賢
愚
経
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
冒
頭
と
巻
末
に
欠
損
部
分
が
あ
る
も
の

の
比
較
的
よ
く
原
型
を
と
ど
め
て
お
り
、
牢
度
叉
が
繰
り
出
す
宝
山
・
水
牛
・

水
池
・
毒
竜
・
二
鬼
・
大
樹
に
対
し
て
、
舎
利
弗
は
金
剛
・
師
子
・
白
象
之
王
・

金
翅
鳥
王
・
毗
沙
門
・
風
神
を
現
出
さ
せ
て
撃
退
す
る
。
各
々
の
対
戦
場
面
は

画
面
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
、
①
舎
利
弗
の
陣
営
、
②
法
力
比
べ
、
③
牢
度
叉

の
陣
営
、
④
試
合
を
観
戦
す
る
舎
衛
国
王
た
ち
で
構
成
さ
れ
、
現
存
す
る
五
場

面
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
全
て
同
じ
順
序
で
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。

　

原
口
の
論
は
、「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
に
特
徴
的
な
反
復
構
図
が
、
唐
時
代
の

仏
教
説
話
画
に
お
け
る
造
形
語
彙
の
一
つ
と
理
解
し
得
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、

「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
見
ら
れ
る
反
復
構
図
も
、
真
備
と
唐
の
皇
帝
と
の

対
立
構
造
と
い
う
物
語
の
軸
を
絵
画
化
す
る
方
法
と
し
て
意
識
的
に
用
い
ら
れ

た
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
と
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
、

反
復
構
図
だ
け
で
な
く
、
以
下
に
見
る
造
形
語
彙
の
レ
ベ
ル
で
の
共
通
点
を
指

摘
し
た
い
。

（
２
）
樹
木
と
土
坡
に
よ
る
分
節

　

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
に
お
い
て
、
現
存
す
る
対
戦

場
面
は
、
宝
山
対
金
剛
・
水
牛
対
師
子
・
水
池
対
白
象
之
王
・
毒
竜
対
金
翅
鳥

王
・
二
鬼
対
毗
沙
門
の
五
場
面
で
あ
る
。
全
て
の
場
面
は
連
続
し
て
描
か
れ
て

い
る
が
、
樹
木
や
山
岳
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
各
場
面
が
分
節
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
景
を
用
い
た
場
景
の
分
節
は
、
中
国
絵
画
に
お
い
て
古
く
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
に
お
け
る
山
水
画
の
成
立
と
展
開
を
、
原
始
・
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
論
じ
た
マ
イ
ケ
ル
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
、
漢
代
の
青
銅
器
等
に
見
ら
れ
る
、
山

の
輪
郭
や
樹
木
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
た
空
間
の
単
位
を
「
ス
ペ
ー
ス
・
セ
ル

（Space Cells

）」
と
い
う
概
念
で
捉
え
、
複
数
の
ス
ペ
ー
ス
・
セ
ル
の
集
合

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
画
面
を
「
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
テ
ッ
ド
（Com

part-

m
ented

）
構
図
」
と
呼
び
、
そ
の
後
も
中
国
絵
画
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
基

本
的
な
画
面
構
成
法
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
）
32
（

。
こ
の
概
念
を
、
日
本
の
平
安
時

代
、
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
に
秦
致
貞
が
制
作
に
あ
た
っ
た
「
聖
徳
太
子
絵
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伝
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
研
究
に
お
い
て
援
用
し
た
太
田
昌
子
は
、
全
五

幅
か
ら
な
る
こ
の
大
画
面
説
話
画
が
、
霞
、
山
、
岩
、
樹
木
な
ど
で
区
分
さ
れ

た
三
十
近
い
ス
ペ
ー
ス
・
セ
ル
の
集
合
体
で
あ
る
と
分
析
し
、
こ
の
よ
う
な
画

面
を
読
み
と
く
た
め
の
絵
画
的
「
文
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
重
要
性
に
論
及

し
て
い
る
）
33
（

。

　
「
牢
度
叉
闘
聖
変
」
に
視
点
を
戻
す
と
、
各
場
面
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
必

ず
描
か
れ
て
い
る
樹
木
、
そ
し
て
毒
竜
対
金
翅
鳥
王
の
場
面
に
は
さ
ら
に
追
加

さ
れ
た
山
岳
が
、
各
々
の
場
面
を
区
画
し
て
ス
ペ
ー
ス
・
セ
ル
を
形
作
っ
て
い

る
。
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
分
析
し
た
漢
代
青
銅
器
や
、
太
田
が
分
析
し
た
「
聖
徳
太

子
絵
伝
」
に
較
べ
る
と
単
純
な
構
造
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
絵
画
に
は
確
か

に
共
通
す
る
文
法
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
同
じ
文
法
に
基
づ
く

樹
木
の
表
現
が
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。

　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
お
い
て
、
各
場
面
で
反
復
さ
れ
る
高
楼
・
宮
門
・

宮
殿
の
う
ち
、
高
楼
と
宮
門
の
前
後
に
必
ず
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
描
か
れ

た
樹
木
は
、
あ
た
か
も
文
章
に
お
け
る
か
ぎ
括
弧
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
場
景

の
最
小
単
位
を
分
節
し
て
い
る
。
加
え
て
、
樹
木
に
は
距
離
と
時
間
の
省
略
と

い
う
機
能
も
備
わ
っ
て
お
り
、
画
面
上
は
ほ
ぼ
等
間
隔
に
描
か
れ
る
高
楼
・
宮

門
・
宮
殿
が
、
実
は
高
楼
の
み
宮
城
か
ら
離
れ
た
郊
外
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

を
暗
示
す
る
役
割
も
担
う
。
ま
た
、
高
楼
の
右
手
に
は
樹
木
に
加
え
て
土
坡
も

描
か
れ
）
34
（

、
平
坦
な
地
面
で
表
現
さ
れ
て
い
る
宮
門
と
宮
殿
と
は
一
線
を
画
す
。

土
坡
は
、
平
坦
に
整
備
さ
れ
た
宮
城
か
ら
は
離
れ
た
郊
外
に
、
高
楼
が
あ
る
こ

と
を
示
す
指
標
と
も
な
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
本
作
に
お
け
る
造
形
上
最
も
重
要
な
構
造
は
、
唐

皇
帝
と
真
備
を
一
定
の
距
離
に
隔
て
、
両
者
を
離
れ
た
距
離
か
ら
対
峙
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
。
遣
唐
使
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
真
備
は
、
絵
巻
の
中
で
、
ま
ず
は

唐
の
秩
序
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
存
在
と
し
て
登
場
す
る
。
第
一
段
で
唐
の
役

人
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
、
自
由
を
奪
わ
れ
、
高
楼
へ
の
幽
閉
と
い
う
処
遇
に
置

か
れ
る
。
唐
皇
帝
が
支
配
す
る
「
表
の
秩
序
」
に
お
い
て
、
真
備
の
居
所
は
、

宮
城
か
ら
隔
た
っ
た
楼
門
の
中
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
唐
皇
帝
と
真
備
の
距
離

を
真
備
の
側
か
ら
縮
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
両
者
の
間
を
行
き
来
す
る
皇
帝
の

使
者
（
第
三
・
四
・
六
段
）
に
よ
っ
て
の
み
、
か
ろ
う
じ
て
連
結
さ
れ
て
い
る
。

物
語
の
後
半
で
、
楼
を
降
り
て
囲
碁
勝
負
に
挑
む
場
面
（
第
六
段
）
で
距
離
が

縮
ま
り
、
唐
皇
帝
の
面
前
で
『
野
馬
台
詩
』
を
読
む
場
面
（
想
定
第
八
段
）
で

両
者
は
最
接
近
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
全
て
唐
皇
帝
の
秩
序
の
側
か
ら
要
請
さ

れ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

真
備
と
唐
皇
帝
を
隔
て
た
構
図
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
の
は
、
日
本
か
ら
唐
、

ひ
い
て
は
後
白
河
上
皇
ら
院
政
期
の
外
交
の
中
枢
を
担
っ
た
人
々
か
ら
宋
へ
の
、

実
際
に
は
相
ま
み
え
る
こ
と
の
な
い
相
手
に
対
す
る
憧
憬
、
畏
怖
、
場
合
に

よ
っ
て
は
劣
等
意
識
に
他
な
ら
な
い
。
本
作
が
浮
き
彫
り
に
す
る
、
院
政
期
日

本
の
自
画
像
の
一
断
面
は
こ
こ
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
表
の
秩
序
に

お
い
て
は
絶
対
に
縮
ま
る
こ
と
の
な
い
「
隔
た
り
」
へ
の
挑
戦
こ
そ
が
、
こ
の

絵
巻
の
も
う
一
つ
の
主
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
物
語
の
前
面
に
せ
り
あ
が
っ
て
く

る
の
が
、
真
備
が
駆
使
す
る
術
、
そ
し
て
真
備
に
感
応
す
る
日
本
の
仏
神
で
あ

る
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（
３
）「
本
朝
」
の
自
画
像
│
才
藝
・
術
・
仏
神

　

唐
皇
帝
に
挑
む
真
備
が
駆
使
す
る
第
一
の
能
力
が
、
身
に
備
わ
る
才
と
藝
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
能
力
は
唐
の
文
化
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く

（
本
来
、『
文
選
』
は
日
本
未
請
来
で
あ
り
、
真
備
は
そ
の
知
識
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
）、
良
く
て
互
角
（
囲
碁
勝
負
）
で
あ
っ
た
。
正
攻
法
で
は
ぎ
り
ぎ
り

及
ば
ぬ
唐
へ
の
挑
戦
に
際
し
て
、
真
備
が
用
い
る
今
一
つ
の
手
段
が
「
術
」
で

あ
る
。

　

自
ら
の
意
志
で
宮
城
へ
近
づ
こ
う
と
す
る
時
、
真
備
は
体
得
し
て
い
る
術
を

用
い
る
。
第
二
段
詞
書
に
「
身
を
か
く
す
符
を
つ
く
り
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、

真
備
が
駆
使
す
る
術
と
は
陰
陽
道
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第
三
段
で
「
飛
行
自
在

の
術
」
を
用
い
て
宮
殿
に
至
り
『
文
選
』
を
盗
み
読
む
。
第
六
段
で
腹
中
の
碁

石
を
「
ふ
ん
じ
留
め
る
」
こ
と
が
で
き
た
の
も
、『
吉
備
大
臣
物
語
』
に
は

「
ト
ゝ
ム
ル
フ4

ヲ
モ
チ
テ
コ
レ
ヲ
捨
セ
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
術
を
使
っ
た

結
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
大
の
見
せ
場
が
巻
末
の
日
月
封
じ
に
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
高
楼
に
幽
閉
さ
れ
な
が
ら
も
、
真
備
は
、
百
年
を
経

た
双
六
の
筒
と
盤
を
用
い
、
天
体
の
運
行
を
も
左
右
す
る
術
を
自
在
に
用
い
た
。

唐
の
皇
帝
が
支
配
す
る
現
実
世
界
の
強
大
な
秩
序
を
も
覆
す
力
を
秘
め
た
陰
陽

の
術
。
そ
こ
に
、
こ
の
絵
巻
が
主
張
す
る
自
国
意
識
の
一
端
が
あ
る
。

　

陰
陽
道
の
源
流
は
古
代
中
国
に
あ
る
が
、
天
文
、
暦
数
、
方
位
な
ど
に
よ
っ

て
、
個
人
や
社
会
の
行
為
に
関
す
る
吉
凶
福
禍
を
判
じ
る
方
術
と
し
て
、
日
本

で
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
。
律
令
制
の
も
と
で
は
、
陰
陽
寮
に
官
人
と
し
て
の

陰
陽
師
が
置
か
れ
こ
れ
に
従
事
し
た
が
、
平
安
時
代
に
は
、
一
般
の
学
者
に
も

知
識
が
広
ま
っ
た
。
特
に
院
政
期
に
は
大
江
匡
房
や
藤
原
通
憲
（
信
西
）
ら
が

陰
陽
道
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
匡
房
の
語
り
を
筆
録
し
『
江
談
抄
』
と
し

て
ま
と
め
た
の
は
藤
原
実
兼
で
あ
る
が
、
そ
の
息
子
が
通
憲
で
あ
り
、
彼
ら
と

陰
陽
道
と
の
関
り
は
、「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
成
立
圏
を
考
え
る
上
で
も
重

要
な
視
角
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
絵
巻
に
お
い
て
全
て
を
超
越
し
た
力
を
発
揮
す
る
の
が
日
本

の
仏
神
で
あ
る
。
詞
書
と
し
て
は
現
存
し
な
い
後
半
部
分
に
、「
高
名
ノ
有
智

徳
行
密
法
之
僧
ニ
寶
志
也
ト
オ
ホ
セ
テ
結
界
セ
シ
メ
テ
文
を
ツ
ク
リ
テ
」（『
吉

備
大
臣
物
語
』）
と
の
、
宝
誌
に
よ
る
『
野
馬
台
詩
』
作
成
場
面
が
あ
る
。
先

述
し
た
宝
誌
も
唐
時
代
に
伝
説
化
し
、
秘
術
を
用
い
る
怪
僧
と
し
て
語
り
継
が

れ
た
）
35
（

。
こ
の
場
面
の
主
題
は
、
中
国
を
代
表
す
る
神
異
僧
宝
誌
の
術
と
、
日
本

か
ら
こ
れ
に
挑
む
真
備
の
術
と
の
対
決
と
理
解
で
き
る
が
、
唐
皇
帝
の
面
前
で

『
野
馬
台
詩
』
を
読
も
う
と
す
る
吉
備
は
、
当
初
「
メ
ク
レ
テ
（
目
暗
テ
）
凡

ミ
エ
ス
」（『
吉
備
大
臣
物
語
』）
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
宝
誌
の
術
を
破
る
こ

と
が
で
き
ず
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
「
本
朝
ニ
ム
カ
ヒ
テ
シ
ハ
ラ
ク
本
朝
ノ
仏
神

に
ウ
タ
ヘ
マ
ウ
ス
。
神
ハ
住
吉
明
神
仏
ハ
長
谷
寺
ノ
観
音
」（『
吉
備
大
臣
物

語
』）
と
、
日
本
の
方
角
に
向
か
っ
て
住
吉
明
神
と
長
谷
寺
観
音
に
祈
祷
す
る

こ
と
で
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
蜘
蛛
の
吐
く
糸
を
た
ど
る
こ
と
で
、

難
解
の
書
を
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
仏
神
か
ら
の
加
護
こ
そ
が
、

唐
土
に
お
い
て
真
備
が
優
位
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
。

　

唐
皇
帝
と
の
最
後
の
対
決
に
お
い
て
も
、
実
際
は
自
ら
の
術
に
よ
っ
て
封
じ

た
日
月
を
再
び
現
す
方
法
と
し
て
、
真
備
は
「
若
シ
一
日
祈
念
セ
ン
。
日
本
国



吉備真備の才藝と本朝仏神の感応

（297）758

ノ
仏
神
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
感
応
ア
ル
カ
」（『
吉
備
大
臣
物
語
』）
と
示
唆
す
る
。
日

本
の
仏
神
の
霊
威
を
主
張
す
る
論
理
を
唐
皇
帝
が
承
服
し
真
備
の
帰
国
が
許
さ

れ
た
こ
と
で
、
真
備
は
日
月
封
じ
の
術
を
解
く
の
で
あ
る
。

　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
に
は
、
人
の
身
に
備
わ
る
才
藝
、
そ
れ
を
支
え
る
術
、

さ
ら
に
全
て
を
超
越
す
る
仏
神
の
霊
威
の
秩
序
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

三
位
一
体
と
し
て
獲
得
し
運
用
す
る
こ
と
で
、
小
国
で
あ
り
な
が
ら
大
国
に
伍

し
、
時
に
そ
れ
を
凌
駕
す
る
文
明
国
と
な
っ
た
本
朝
。
こ
こ
に
、「
吉
備
大
臣

入
唐
絵
巻
」
が
目
指
し
た
日
本
の
自
画
像
が
あ
る
。

　

本
作
に
お
け
る
、
二
段
一
対
の
構
成
、
同
一
構
図
の
繰
り
返
し
、
樹
木
や
土

坡
に
よ
る
場
景
の
分
節
と
い
う
文
法
は
、
唐
時
代
絵
画
の
造
形
的
伝
統
に
学
ん

だ
、
平
安
時
代
絵
画
と
し
て
は
極
め
て
古
様
な
作
画
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
構
造
そ
の
も
の
が
、
唐
皇
帝
の
支
配
す
る
強
固
な
秩
序
の
象
徴
と
し
て
機
能

し
、
全
て
の
出
来
事
が
そ
の
支
配
下
で
生
じ
て
い
る
こ
と
を
可
視
化
す
る
舞
台

と
な
る
。
五
回
繰
り
返
さ
れ
る
唐
皇
帝
と
真
備
の
対
決
は
、
一
見
す
る
と
、
こ

の
枠
内
に
閉
じ
ら
れ
た
同
一
主
題
の
反
復
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
絵
巻
後

半
に
向
か
っ
て
、
真
備
の
才
藝
と
術
、
さ
ら
に
は
唐
の
秩
序
の
外
側
か
ら
真
備

を
加
護
す
る
日
本
の
仏
神
に
よ
っ
て
こ
の
強
固
な
枠
が
克
服
さ
れ
、
最
後
に
打

ち
崩
さ
れ
る
。
現
存
し
な
い
最
終
段
に
つ
い
て
は
想
像
す
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
が
、
唐
土
で
の
幽
閉
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
循
環
構
造
を
、
あ
た
か
も
通
過
儀

礼
の
よ
う
に
克
服
し
、『
文
選
』・
囲
碁
・『
野
馬
台
詩
』
を
獲
得
し
た
真
備
を

乗
せ
た
船
が
、
波
濤
を
越
え
て
日
本
を
目
指
す
雄
大
な
海
景
が
描
か
れ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

注

（
1
）　

小
川
裕
充
「
山
水
・
風
俗
・
説
話
│
唐
宋
元
代
中
国
絵
画
の
日
本
へ
の
影
響
│
（
伝
）

喬
仲
常
「
後
赤
壁
賦
図
巻
」
と
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
と
を
中
心
に
│
」（『
芸
術
』
日

中
文
化
交
流
史
叢
書
七
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
増
記
隆
介
「
正
倉
院
か
ら

蓮
華
王
院
宝
蔵
へ
│
古
代
天
皇
を
め
ぐ
る
絵
画
世
界
」（『
古
代
国
家
と
仏
教
美
術　

奈

良
・
平
安
時
代
』
天
皇
の
美
術
史
一
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）　

前
田
雅
之
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
森
正
人
『
古

代
説
話
集
の
生
成
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（
3
）　

大
江
匡
房
『
江
談
抄
』
巻
三
第
一
話
「
吉
備
入
唐
間
事
」
に
つ
い
て
の
論
及
。
山
根

対
助
「
大
江
匡
房
│
『
江
談
抄
』
の
世
界
」（
神
田
秀
夫
・
国
東
文
麿
編
『
日
本
の
説

話
（
二
）』、
東
京
美
術
、
一
九
七
三
年
）。

（
4
）　

小
峯
和
明
『『
野
馬
台
詩
』
の
謎
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
）　

谷
口
耕
生
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
│
後
白
河
院
政
期
の
遣
唐
使
神
話
│
」（
奈
良
国

立
博
物
館
編
『
大
遣
唐
使
展
』、
二
〇
一
〇
年
）。

（
6
）　

小
峯
和
明
『
遣
唐
使
と
外
交
神
話
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
を
読
む
』（
シ
リ
ー
ズ

〈
本
と
日
本
史
〉
②
、
集
英
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
7
）　

小
峯
前
掲
注（
6
）書
、
同
「『
江
談
抄
』
の
語
り
│
言
談
の
文
芸
」（『
伝
承
文
学
研
究
』

二
七
、
一
九
八
二
年
、
同
『
院
政
期
文
学
論
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）。

（
8
）　

鈴
鹿
三
七
「
古
鈔
本
「
吉
備
大
臣
物
語
」
に
就
い
て
」（『
仏
教
文
学
』
二
、
一
九
二

九
年
）、
小
松
茂
美
「「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
考
証
」（
同
編
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』、

日
本
絵
巻
大
成
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）、
梅
津
次
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
と

吉
備
大
臣
入
唐
絵
」（
同
編
『
粉
河
寺
縁
起
絵
・
吉
備
大
臣
入
唐
絵
』、
新
修
日
本
絵
巻

物
全
集
六
、
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
井
上
宗
雄
編
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢

刊　

中
古
中
世
一
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
9
）　

小
峯
前
掲
注（
6
）書
で
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
、「
類
聚
本
『
江
談
抄
』
と
『
吉

備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
詞
書
と
の
中
間
形
態
」
と
位
置
付
け
る
。

（
10
）　

小
松
前
掲
注（
8
）論
文
、
黒
田
日
出
男
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
の
謎
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
五
年
）。
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（
11
）　

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
て
四
つ
に
切
断
し
た
後
、
京
都

の
岡
墨
光
堂
で
修
理
が
行
わ
れ
四
巻
の
現
装
と
な
っ
た
。
改
装
の
経
緯
に
つ
い
て
、
小

松
前
掲
注（
8
）論
文
参
照
。
改
装
以
前
の
法
量
に
つ
い
て
は
、
松
下
隆
章
「
図
版
要
項　

吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
」（『
美
術
研
究
』
一
八
三
、
一
九
五
六
年
）
参
照
。

（
12
）　

黒
田
前
掲
注（
10
）書
。

（
13
）　

神
田
房
枝
「「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
再
考
│
そ
の
独
自
性
か
ら
の
展
望
」（『
仏
教

芸
術
』
三
一
一
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
14
）　

梅
津
前
掲
注（
8
）論
文
。

（
15
）　

小
峯
前
掲
注（
6
）書
。

（
16
）　

宝
誌
像
に
関
し
て
、
作
例
と
史
料
に
基
づ
く
基
礎
研
究
と
し
て
、
松
本
栄
一
「
誌
公

像
」（『
燉
煌
画
の
研
究
（
図
像
編
）』、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）、

牧
田
諦
亮
「
宝
誌
和
尚
伝
考
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
二
六
、
一
九
五
六
年
、『
中
国

仏
教
史
研
究
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
唐
宋
時
代
の

宝
誌
図
像
に
つ
い
て
新
た
な
作
例
も
複
数
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
特
に
風
帽
を
被
る
作
例

に
つ
い
て
は
、
北
進
一
「
神
異
な
る
仮
面
の
高
僧
│
四
川
省
石
窟
宝
誌
和
尚
像
報
告
」

（
松
枝
到
編
『
象
徴
図
像
研
究
│
動
物
と
象
徴
』
言
叢
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
肥
田
路
美

「
四
川
省
夾
江
千
仏
岩
の
僧
伽
・
宝
誌
・
万
迴
三
聖
龕
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
（
第
三
分
冊
）』、
五
八
号
、
二
〇
一
三
年
）、
野
村
卓
美
「
李

白
作
「
誌
公
画
讃
」
成
立
時
期
の
検
討
│
南
京
・
霊
雲
寺
「
三
絶
碑
」
成
立
説
話
を
手

掛
か
り
に
」（
説
話
文
学
会
編
『
説
話
文
学
研
究
の
最
前
線　

説
話
文
学
会
55
周
年
記

念
・
北
京
特
別
大
会
の
記
録
』、
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
17
）　
『
延
暦
僧
録
』
の
完
本
は
現
存
せ
ず
、
東
大
寺
の
宗
性
が
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）

に
編
纂
し
た
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
に
逸
文
が
載
る
。

（
18
）　

毛
利
久
「
宝
誌
和
尚
像
」（（『
古
文
化
』
一
、
一
九
四
八
年
、『
日
本
仏
像
史
研
究
』、

法
藏
館
、
一
九
八
〇
年
所
収
）、
松
本
信
道
「
宝
誌
像
の
日
本
請
来
の
背
景
に
つ
い
て
」

（『
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
三
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
宝
誌
像
の
日
本
伝
播

（
一
）
│
大
安
寺
を
中
心
と
し
て
│
」（『
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
四
、
二
〇

〇
六
年
）、
同
「
宝
誌
像
の
日
本
伝
播
（
二
）
│
天
台
入
唐
・
入
宋
僧
を
中
心
と
し
て
│
」

（『
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
五
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
19
）　

松
本
信
道
前
掲
注（
18
）、
二
〇
〇
六
年
論
文
。

（
20
）　

戒
明
請
来
像
の
像
容
に
関
す
る
考
証
は
、
神
野
祐
太
「
大
安
寺
戒
明
請
来
の
宝
誌
和

尚
像
に
つ
い
て
」（『
仏
教
美
術
論
集
（
六
）
組
織
論
│
制
作
し
た
人
々
』
竹
林
舎
、
二

〇
一
六
年
）、
西
本
昌
弘
「
大
安
寺
僧
戒
明
が
請
来
し
た
唐
代
の
宝
誌
像
」（『
関
西
大

学
東
西
学
術
研
究
所
紀
』
五
三
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。「
宝
誌
と
十
一
面
観
音
菩
薩

を
左
右
に
並
置
し
て
描
い
た
画
像
」
と
の
推
定
は
、
西
本
説
に
基
づ
く
。

（
21
）　

二
〇
一
七
年
二
月
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
て
、
同
館
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
氏

の
協
力
を
賜
り
熟
覧
の
機
会
を
得
た
。
ま
た
直
近
で
は
、
東
京
都
美
術
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
展　

芸
術
×
力
」（
二
〇
二
二
年
七
月
二
三
日
〜
一
〇
月
二

日
）
に
お
い
て
全
巻
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
。

（
22
）　

梅
津
前
掲
注（
8
）論
文
。

（
23
）　
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
の
原
形
態
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
梅
津
前
掲
注（
8
）論
文

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
原
形
態
に
関
す
る
決
定
的
な
手
が
か
り
を
欠
い
て
お
り
不
明
と

す
る
し
か
な
い
が
、『
尋
尊
大
僧
正
記
』
文
明
一
一
年
七
月
一
七
日
条
に
「
一
吉
備
大

臣
絵
二
巻
修
覆
了
、
上
下
二
巻
也
」
と
の
記
事
が
見
え
る
（
た
だ
し
、
こ
の
時
期
若
狭

に
伝
来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
と
は
別
本
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
）
な
ど
、
中
世
に
遡
っ
て
二
巻
本
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」
が
存
在

し
て
い
た
徴
証
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）　

本
稿
に
記
し
た
各
紙
の
法
量
は
、
小
松
茂
美
編
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』（
日
本
絵

巻
大
成
三
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
に
基
づ
く
。

（
25
）　

た
だ
し
、
第
三
四
紙
と
三
五
紙
は
、
も
と
も
と
同
一
紙
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
九
年
（
一

九
六
四
）
の
改
装
で
切
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
注（
11
）参
照
。

（
26
）　

矢
代
幸
雄
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
」（『
美
術
研
究
』
二
一
、
一
九
三
三
年
）。

（
27
）　

若
杉
準
治
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」（『
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会

報
告
書
』
一
二
、
一
九
八
四
年
）、
同
『
伴
大
納
言
絵
と
吉
備
入
唐
絵
』（
日
本
の
美
術

二
九
七
、
一
九
九
一
年
）。
引
用
は
後
者
に
拠
る
。

（
28
）　

塩
出
貴
美
子
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
考
│
詞
書
と
画
面
の
関
係
│
」（『
文
化
財
学
報
』
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四
、
一
九
八
六
年
）。

（
29
）　

原
口
志
津
子
「「
吉
備
大
臣
絵
」
の
同
一
構
図
の
反
復
に
つ
い
て
（
京
都
大
学
美
学

美
術
史
学
研
究
会
編
『
芸
術
の
理
論
と
歴
史
』
一
九
九
〇
年
）。

（
30
）　

松
本
栄
一
「
敦
煌
地
方
に
流
行
せ
し
牢
度
叉
闘
聖
変
相
」（『
仏
教
美
術
』
一
九
、
一

九
三
三
年
）、
同
「
牢
度
叉
（
労
度
差
）
闘
聖
変
相
」（
同
『
燉
煌
画
の
研
究
（
図
像
編
）』、

東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）、
秋
山
光
和
「
敦
煌
本
降
魔
変
（
牢
度

叉
闘
聖
変
）
画
巻
に
つ
い
て
」
及
び
「
敦
煌
に
お
け
る
変
文
と
絵
画
│
再
び
牢
度
叉
闘

聖
変
（
降
魔
変
）
を
中
心
に
│
」（『
美
術
研
究
』
一
八
七
、
一
九
五
六
年
及
び
『
美
術

研
究
』
二
一
一
、
一
九
六
〇
年
、
同
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年
収
録
）。

（
31
）　

前
掲
注（
30
）秋
山
論
文
、
梅
津
次
郎
「
変
と
変
文
」（『
国
華
』
七
六
〇
、
一
九
五
五

年
、
同
『
絵
巻
物
叢
考
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
八
年
収
録
）。

（
32
）　Sullivan, M

ichael. T
he Birth of Landscape Painting in China, Berkeley: 

T
he U

niversity California Press, 1962. 

邦
訳
は
『
中
国
山
水
画
の
誕
生
』（
中
野

美
代
子
・
杉
野
目
康
子
訳
、
青
土
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
33
）　

太
田
昌
子
「
法
隆
寺
の
聖
徳
太
子
絵
伝
を
読
み
解
く
│
絵
の
描
か
れ
た
「
信
仰
環
境

の
総
体
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
│
」（
阿
部
泰
郎
編
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト

の
諸
位
相
と
統
辞
法
「
テ
ク
ス
ト
布
置
の
解
釈
学
的
研
究
と
教
育
」
第
４

回
国
際
研
究

集
会
報
告
書
』、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
34
）　

第
六
段
に
描
か
れ
た
高
楼
（
第
四
〇
紙
）
の
み
、
右
手
の
樹
木
や
土
坡
が
描
か
れ
て

い
な
い
。
他
に
比
べ
て
短
い
紙
（
二
八
・
六
㎝
）
が
継
が
れ
て
い
る
場
面
で
も
あ
り
、

元
来
描
か
れ
て
い
た
樹
木
や
土
坡
が
何
ら
か
の
理
由
で
切
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

（
35
）　

牧
田
前
掲
注（
16
）論
文
。

付
記

１　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
以
下
の
二
作
品
に
つ
い
て
、
所
蔵
館
の
公
式
サ
イ
ト
に
て
高
精
細

画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

・「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）

　
　

https://collections.m
fa.org/objects/29077

　

・「
牢
度
叉
闘
聖
変
」（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
）

　
　

https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b83030972.r=Pelliot%
20chinois%

2045 

24?rk=21459;2

２　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー 

二
〇
二
一
年
度
年
次
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
文
化

交
流
│
古
代
・
中
世
仏
教
の
相
互
往
来
│
」
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
く
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
が
『W

A
SED

A
 RILA

S JO
U
RN

A
L

』
第
一
〇
号
（
二
〇

二
二
年
一
〇
月
）
特
集
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。


